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新羽町の人口構成
 総数  8,609人  男  4,618人  女  3,991人
 一般世帯数  2,911人
 １人世帯  885人  ２人世帯  352人 
 ３人世帯  451人  ４人世帯  769人 
 ５人世帯  281人  ６人世帯  114人 
 ７人世帯  45人  ８人世帯  12人 
 ９人世帯  2人    平均世帯人数  2.93人

◆エリマキトカゲのブーム CM から大人気に
◆ロス五輪 陸上種目 カールス・ルイス選手が 

陸上 4 冠達成
◆新札の発行 1 万円札＝福沢諭吉 

5 千円札＝新渡戸稲造・千円札＝夏目漱石
◆スペースシャトル ディスカバリー  

打ち上げ初成功 宇宙との行き来が可能に
◆コアラ 2 頭がオーストラリアから多摩動物公園に初来日  

お菓子のコアラのマーチが発売
◆ 1985 年 3 月 横浜市営地下鉄 

新横浜 ~ 横浜間と、上永谷 ~ 舞岡間が開通

謹 賀 新 年 新
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

米
山
健
二 （
中
央
）

相
談
役

大
谷
佐
一 （
北
新
羽
）

〃

望
月
俊
一 （ 

南 

）

〃

松
村
清
見 （
大
竹
）

副
会
長

尾
出
清
和 （
中
央
）

〃

秋
本
伸
明 （
中
ノ
久
保
）

常
務
理
事

浅
倉
克
彦 （ 

南 

）

〃

斉
藤
貞
弘 （
中
ノ
久
保
）

〃

飯
嶌
由
美
子 （
大
竹
）

〃

豊
岡

修 （
自
治
会
）

〃

冨
樫
祐
彰 （
新
羽
）

〃

大
森
洋
一 （
北
新
羽
）

〃

山
岸
千
彰 （
ク
リ
オ
北
）

〃

鈴
木
京
子 （
中
ノ
久
保
）

事
務
局
長

望
月
千
鶴 （ 

南 

）

事
務
局
員

東
原

梢 （ 

南 

）

会

計

串
田
雅
子 （
中
ノ
久
保
）

監

事

細
野
雄
平 （
新
羽
）

〃

富
井
恵
美
子 （ 

南 

）

〃

吉
田

薫 （
自
治
会
）

理

事

中
村

勤 （ 

南 

）

〃

尾
崎
晴
二 （
中
ノ
久
保
）

〃

中
山
新
一 （
大
竹
）

〃

岸

芳
雄 （
中
央
）

〃

八
木
克
賢 （
自
治
会
）

〃

高
橋
良
昌 （
新
羽
）

〃

秋
元
重
雄 （
北
新
羽
）

〃

鈴
木
敦
夫 （
ク
リ
オ
北
）

広
報
委
員

委
員
長

高
橋
良
昌 （
新
羽
）

委

員

望
月
千
鶴 （ 

南 

）

〃

秋
本
伸
明 （
中
ノ
久
保
）

〃

土
岐
頼
延 （
中
央
）

〃

串
田
雅
子 （
中
ノ
久
保
）

〃

藤
澤
美
鈴 （
ク
リ
オ
北
）

〃

県
立
新
羽
高
等
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

4040
周
年
談
話

周
年
談
話

「
ふ
く
し
の
和
」
は
今
号
で
記
念
す
べ
き
40
号
で
す
。
年
に
１
回
の
発

行
で
す
の
で
、
初
号
は
40
年
前
１
９
８
４
年
（
昭
和
59
年
）。
み
な
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

新
羽
小
学
校
の
副
読
本
に
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
年
）
の
航
空
写
真
が

あ
り
ま
し
た
。こ
の
年
代
か
ら
現
在
の
発
展
は
予
測
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？

の
社
協
と
し
て
発
足
し
た
。

初
代
会
長
は
小
山
勇
吉
氏
。
以
降

会
長
は
中
村
信
男
氏
、
柴
田
周
氏
、

中
山
宏
氏
、
望
月
俊
一
氏
、
松
村
清

見
氏
、
中
山
明
子
氏
、
現
在
会
長
の

新
羽
地
区
社
協
の
歴
史
・
・
・
新

田
地
区
社
協
（
新
羽
・
高
田
・
新
吉

田
地
区
が
一
緒
の
も
の
）
よ
り
、
平

成
３
年
（
１
９
９
１
年
）
４
月
27
日

の
総
会
に
て
新
羽
地
区
社
協
が
単
独

米
山
健
二
氏
。

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
に
会

長
を
さ
れ
現
在
相
談
役
の
望
月
俊
一

さ
ん
に
、
新
羽
地
区
社
協
活
動
25
年

間
を
振
り
返
っ
た
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。（
以
下
望
月
さ
ん
談
）

私
が
社
協
に
入
っ
た
の
は
平
成
11

年
で
会
計
担
当
が
始
め
で
し
た
。「
地

区
社
協
っ
て
な
に
？
」
の
状
態
だ
っ

た
の
で
、
同
期
の
桑
畑
さ
ん
と
苦
労

し
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
地
区
社
協
は

『
ふ
く
し
の
和
』
の
発
行
と
福
祉
施
設

の
視
察
研
修
が
主
な
活
動
で
、
当
時

の
会
長
の
柴
田
さ
ん
よ
り
「
社
協
は

こ
れ
で
い
い
の
か
？
」
と
問
題
提
起
。

歴代会長� （敬称略）
平成元年 （1989年） 笈 川  新 一

〜 新田地区社協として
活動

平成３年 （1991年） 小 山  勇 吉

〜 新羽地区社協発足
平成８年 （1996年） 中 村  信 男

〜

平成11年 （1999年） 柴 田  周

〜

平成14年 （2002年） 中 山  宏

〜

平成22年 （2010年） 望 月  俊 一

〜

平成28年 （2016年） 松 村  清 見

〜

令和３年 （2021年） 中 山  明 子

〜

令和５年 （2023年） 米 山  健 二

（1）   第 40 号 令和 7年 1月 1日
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町
内
に
向
け
て
「
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
に
な
っ
た
ら
助
け
が
必
要
か
？
」

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
り
、
中
丸

さ
ん
・
酒
川
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

平
成
15
年
に
「
た
け
の
こ
に
っ
ぱ
」

が
発
足
。
そ
の
後
飯
嶌
さ
ん
な
ど
が

「
た
ん
ぽ
ぽ
に
っ
ぱ
」
を
立
ち
上
げ
。

こ
れ
ら
は
港
北
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
５
月
の
新
羽
地

域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
開
所
に
は
特
に
思

い
出
が
多
い
で
す
。
港
北
区
最
後
の

ケ
ア
プ
ラ
ザ
建
設
要
望
の
住
民
の
思

い
を
ま
と
め
、
地
区
社
協
と
し
て

区
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。
当
時
の
小

川
区
長
、
区
役
所
小
野
課
長
や
横
浜

共
生
会
、
地
主
の
中
丸
さ
ん
、
設
計

の
津
圀
さ
ん
等
々
の
ご
尽
力
に
本
当

に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
先
日
は

10
周
年
記
念
式
典
も
行
わ
れ
、
住
民

の
交
流
拠
点
と
な
り
う
れ
し
い
限
り 

で
す
。

ほ
か
に
、
新
羽
地
区
社
協
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
︿
手
を
つ
な
ぎ

心
を

つ
な
ぐ
思
い
や
り

花
と
緑
の
ま
ち

新
羽
﹀
と
、︿「
和
・
輪
・
話
」
の
ま

ち

に
っ
ぱ
﹀
を
、
令
和
４
年
会
長

の
中
山
さ
ん
と
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
の

大
き
な
輪
が
広
が
っ
て
、
新
羽
が
住

み
よ
い
町
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

港
北
区
長  

竹
下
幸
紀

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

新
羽
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
や
連
合
町
内
会
の
皆
様
に
は
、

「
和
・
輪
・
話
」
の
ま
ち

に
っ
ぱ 

を
合
言
葉
に
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年

夏
の
新
羽
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
私
も
区
職
員
と
と
も
に
大
新
羽

音
頭
を
楽
し
み
、
踊
り
を
通
じ
て
新

羽
を
大
切
に
思
う
多
く
の
方
々
と
の

絆
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

港
北
区
の
地
域
福
祉
保
健
計
画
で

あ
る
「
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
港
北
」
は
、

今
年
で
第
４
期
計
画
の
５
年
目
を
迎

え
ま
す
。
来
年
度
に
か
け
て
の
第
５

期
区
計
画
及
び
新
羽
地
区
計
画
策
定

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
区
民
の
皆
様

の
声
を
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
、
区
職
員
と
新

羽
地
区
の
皆
様
御
一
緒
に
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
新
た
な
年

が
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

新
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長  

米
山
健
二

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
、
本
会
の
運
営
・

事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。  

本
紙
「
ふ
く
し
の
和
」
は
、
新
羽
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
機
関
紙
と
し
て

本
号
（
第
四
〇
号
）
で
創
刊
四
〇
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
新
羽
町
の
皆
さ
ま
の
ご
愛
読
の
お

か
げ
で
す
。
賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
に

厚
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
本
紙
作
成
に
あ
た
り
、
港
北
区
役

所
、
港
北
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
新

羽
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
を
は
じ
め
本
紙
作
成
に
御
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
安
心
し
て
共
に
暮
ら
せ
る

「
和
・
輪
・
話
」
の
町
に
っ
ぱ
の
地
域

福
祉
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

新
年
の
ご
挨
拶

港
北
区
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長  

仲
丸

等

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
大
き
な
災
害
な
ど
が
あ

り
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改

め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日

常
の
生
活
の
中
で
の
ご
近
所
と
の
つ

な
が
り
、
町
内
会
活
動
等
を
通
じ
た

地
域
の
つ
な
が
り
、
趣
味
活
動
等
で

の
つ
な
が
り
な
ど
を
大
切
に
広
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
域
福
祉
保
健
計
画
「
ひ
っ
と
プ
ラ

ン
港
北
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な
つ
な

が
り
づ
く
り
を
地
域
の
方
々
と
一
緒

に
進
め
て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
新
羽
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
皆
様
と
共
に
誰
も
が
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
築
く

活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

新
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長

新
羽
町
連
合
町
内
会

会
長  

尾
出
清
和

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
穏
や

か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆

様
に
は
日
頃
地
域
の
福
祉
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
感
染
症
コ
ロ
ナ
も
下
火
と

な
り
連
合
町
会
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
、
新
羽
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
皆
さ
ん
が
楽
し
み
最
後
の
大
新

羽
音
頭
は
大
勢
の
参
加
で
大
き
な
輪

が
で
き
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
健
民

祭
は
一
昨
年
は
雨
天
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
時
間
の
短
縮
、
自
由
参
加
な

ど
例
年
と
異
な
る
内
容
で
実
施
し
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
四
期
地
域
福
祉
保
健
計
画「
ひ
っ 

と
プ
ラ
ン
」
は
五
年
目
を
迎
え
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
は
第
五
期
の
ス
タ
ー
ト
に

向
け
て
、
四
期
の
活
動
を
振
り
返
り

な
が
ら
活
動
計
画
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

「
和
・
輪
・
話
」
の
町
に
っ
ぱ
を

推
進
し
、
そ
し
て
、
新
羽
町
連
合
町

内
会
、
社
協
、
民
協
、
新
羽
地
域

ケ
ア
プ
ラ
ザ
等
の
組
織
の
皆
さ
ん
と

行
政
と
共
に
連
携
し
、
よ
り
良
い
新

羽
の
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ 

ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

神
奈
川
県
立
新
羽
高
等
学
校

校
長 

勝
股

正

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

新
羽
高
校
が
、
新
羽
の
地
に
創
立

さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
49
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
地
域
の
皆
様

の
愛
情
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
き
た

こ
と
を
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

先
日
、
地
理
の
授
業
で
、
戦
前
の

新
羽
地
域
の
地
図
を
大
型
モ
ニ
タ
ー

に
映
し
な
が
ら
、
地
図
を
読
み
解
く

授
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
、
生
徒
と
一
緒
に
地
図
を
眺

め
て
、
現
在
の
新
羽
高
校
や
北
新
横

浜
駅
の
位
置
は
ど
の
あ
た
り
か
予
想

を
立
て
な
が
ら
、
当
時
の
新
羽
町
の
、

水
田
と
林
が
広
が
る
、
現
在
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
風
景
を
思
い
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
新
羽
生
が
地
域

の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

８
月
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
２
年
連
続
で
ダ
ン
ス
部
の
ダ
ン

ス
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
前
の
活
動
を
復
活

さ
せ
て
き
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
も
、
新
羽
高
校
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
指
導
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

学
校・家
庭・地
域
と
と
も
に

横
浜
市
立
新
羽
中
学
校

副
校
長 

飯
塚
英
恵

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
羽
地
区
の
皆
様
に

は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
い
つ
も
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
新
羽

中
学
校
で
約
３
年
間
、
生
徒
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
の
皆
様
と
過
ご
し
て
き
ま

し
た
が
、
新
羽
地
区
の
皆
様
、
街
並

み
、
自
然
、
雰
囲
気
が
と
て
も
大
好

き
で
す
。
そ
し
て
、
新
羽
地
区
の
子

ど
も
た
ち
は
い
つ
も
地
域
の
方
々
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
社
会
で
は
、
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
事
件
や
事
故
が
相
次

い
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
し
っ
か
り
連
携
を
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
へ
の
愛
着
心
を

深
め
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
・

地
域
に
な
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
地
域
協
働
に
つ

き
ま
し
て
も
、 

新
羽
中
学
校
の
学
校

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
様
は

現
在
６
名
で
す
が
、
来
年
度
は
３
名

も
増
え
る
予
定
で
、
共
に
考
え
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

横
浜
市
立
新
羽
小
学
校

副
校
長 

徳
田
達
哉

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
学
校
の
教
育

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
の
四
月
に
新
羽
小
学

校
に
着
任
し
ま
し
た
。
本
校
の
子
ど

も
た
ち
は
、
地
域
の
皆
様
の
深
い
愛

情
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
本
当
に
伸

び
伸
び
と
成
長
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
学
援
隊
や
旗
振
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
よ
る
登
下
校
で
の
見
守

り
活
動
で
は
、「
毎
朝
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
の
温
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
指
導
・

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
地
域

の
方
が
学
校
の
教
育
活
動
に
協
力
し

て
く
だ
さ
る
機
会
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。
学
校
の
活
動
以
外
で
も
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
様
々

な
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
安
心
し
て
活
動
で
き

る
、
こ
の
新
羽
の
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん

好
き
に
な
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

本
年
も
引
き
続
き
、
新
羽
の
子
ど

も
た
ち
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

地
域
の
皆
様
と
共
に

横
浜
市
立
新
田
小
学
校

副
校
長 

野
村
賢
司

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
校
に
着
任
し
三
年
目

を
迎
え
ま
す
。
新
羽
地
区
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
羽
地
区
は
、
地
下
鉄
や
商
業
施

設
、
工
場
な
ど
が
立
ち
並
び
賑
や
か

な
感
じ
が
し
ま
す
。
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
も
立
ち
並
び
、
た
く
さ

ん
の
人
が
行
き
交
う
様
子
も
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
畑
や
竹
林
、
小
さ
な

せ
せ
ら
ぎ
な
ど
が
有
り
心
が
安
ら
ぎ

ま
す
。

今
年
度
も
地
域
の
行
事
な
ど
が
多

く
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

皆
様
に
支
え
ら
れ
、
楽
し
く
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
素
敵
な
地
域
と
共
に
歩
む
学

校
を
目
指
し
て
今
後
も
教
育
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」
ど
ん
な
と
き
で
も

な
か
ま
だ
よ 

�

新
羽
小
学
校

五
年

中
條

開
人

●
一
言
で

誰
か
が
き
っ
と

救
わ
れ
る 

�
新
羽
小
学
校

五
年

岩
﨑
結
依
音

●
立
ち
直
る

ど
ん
な
人
で
も

も
う
一
度 

�

新
田
小
学
校

五
年

尾
高

睦
美

●
あ
た
た
か
い

気
持
ち
と
笑
顔
が

満
ち
る
街 

�

新
田
小
学
校

六
年

松
原

彩
希

●
差
し
伸
べ
る

小
さ
な
勇
気
が

輪
を
つ
く
る 

�

新
羽
中
学
校

一
年

村
岡

六
花

●
「
ど
う
し
た
の
？
」
小
さ
な
気
づ
き

大
き
な
繋
が
り 

�

新
羽
中
学
校

二
年

山
﨑

遥

●
良
き
街
を

守
る
我
ら
は

良
き
仲
間 

�

新
田
中
学
校

二
年

八
重
樫

透

●
人
と
人

笑
顔
あ
ふ
れ
る

僕
の
街 

�

新
田
中
学
校

三
年

菊
地

禮
子

第74回 港北区 「社会を明るくする運動」
標語コンクール 優秀作品

区内の小学校・中学校から応募された標語作品の中より
選ばれたものです。
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  表 彰 受 賞 者 の ご 紹 介
た。またボランティア活動功労として１団体と２個人が受賞しました。

ボランティア活動功労
「ダイニング28（にっぱ）」

（代表 飯嶌由美子さん）

ボランティア活動功労
米山幸さん・文代さん（中央）

個人
受賞

団体
受賞

バ
ラ
や
百
日
草
、
ア
ジ
サ

イ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
・
・

新
羽
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
玄
関

は
、
い
つ
も
見
事
な
花
や
野

菜
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
長

年
、
自
宅
で
世
話
を
し
て
見

頃
に
な
る
も
の
を
運
ん
で
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
が
、
今
回

受
賞
さ
れ
た
米
山
幸
さ
ん
・

文
代
さ
ん
ご
夫
妻
。

そ
の
花
の
見
事
さ
は
、
ガ
ー

デ
ン
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き

た
か
の
よ
う
。「
い
つ
も
き
れ

い
ね
」「
ど
な
た
が
そ
だ
て
て

い
る
の
？
」
と
ケ
ア
プ
ラ
ザ

職
員
や
通
り
す
が
り
の
方
と

の
話
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
写
真
を
撮
っ
て
友

人
や
家
族
に
送
り
た
い
」
と

カ
メ
ラ
を
向
け
た
り
、
バ
ラ

の
前
で
よ
く
立
ち
ど
ま
っ
て

地
域
の
方
が
お
し
ゃ
べ
り
し

た
り
。
こ
の
花
た
ち
が
人
と

人
と
を
結
ぶ
、
地
域
の
交
流

の
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
見
事
な
の
は
バ
ラ
の

花
。
玄
関
両
脇
に
２
ｍ
近
い

高
さ
の
バ
ラ
を
１
～
２
鉢
。

そ
の
前
に
低
め
の
バ
ラ
を
配

置
し
て
い
て
、
と
て
も
立
体

的
で
優
雅
な
庭
園
へ
の
入
り

口
の
よ
う
。
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
の
敷
居
が
高
い
な
、
用
事

が
な
い
な
と
言
わ
ず
、
花
だ

け
で
も
見
て
み
よ
う
か
な
と

思
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。

地
域
食
堂
と
し
て
２
０
１
７
年

12
月
に
発
足
し
、
今
年
で
活
動
７

年
目
。

多
世
代
の
人
が
い
っ
し
ょ
に
食

事
を
と
り
、
異
世
代
間
で
お
し
ゃ

べ
り
や
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
の
遊

び
を
す
る
な
ど
、「
交
流
で
き
る

地
域
の
居
場
所
」作
り
が
目
的
で
、

毎
月
28
日
（
に
っ
ぱ
の
日
）
を
実

施
日
と
し
て
、
平
日
は
夜
６
時
か

ら
８
時
（
土
日
祭
日
は
昼
12
時
か

ら
２
時
）
に
開
催
し
て
い
る
。

毎
回
80
食
ほ
ど
の
食
事
を
準

備
。
現
在
ス
タ
ッ
フ
は
16
名
。
メ

ニ
ュ
ー
は
実
施
日
の
１
週
間
前
ご

ろ
に
、
旬
の
食
材
な
ど
を
見
て
決

定
し
て
い
る
。
野
菜
は
新
羽
の
畑

か
ら
朝
獲
り
さ
れ
た
も
の
を
調
理

し
て
い
る
の
で
、「
子
ど
も
が
家

で
は
野
菜
は
食
べ
て
く
れ
な
い
の

に
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
28
で
は
お
か
わ

り
す
る
ほ
ど
食
べ
て
い
る
」
と
感

激
す
る
お
母
さ
ん
の
姿
も
。「
新

鮮
な
食
材
だ
か
ら
も
あ
る
が
、
み

ん
な
で
食
べ
る
か
ら
も
ら
え
る
パ

ワ
ー
も
あ
る
は
ず
」
と
代
表
の
飯

嶌
さ
ん
は
言
う
。

一
人
で
参
加
し
て
い
る
方
に
も

誰
か
が
必
ず
声
か
け
が
出
来
る
よ

う
に
、配
膳
は
ス
タ
ッ
フ
が
行
い
、

食
器
の
返
却
は
参
加
者
が
行
う
よ

う
に
考
え
た
。
今
の
ス
タ
ッ
フ
数

で
は
月
１
回
の
開
催
が
や
っ
と
だ

が
、
夢
は
ス
タ
ッ
フ
数
を
増
や
し

て
月
２
回
行
う
こ
と
で
あ
る
。
開

催
日
は
月
に
よ
っ
て
は
変
わ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
回
覧
板
や
掲
示

板
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
特
に

一
人
で
食
事
し
て
い
る
方
や
家
族

で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。
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  令 和 6 年 度 顕 彰 者
地域福祉活動功労として１団体と２個人が受賞。

地域福祉活動
鈴木京子さん（中ノ久保）と

千保千代子さん（中央）

地域福祉活動
「新羽町親睦ゴルフ大会」

（新羽町親睦ゴルフ大会 会長 米山幸さん）

個人
受賞

団体
受賞

新
羽
町
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は

今
年
の
春
の
大
会
で
50
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
過
去
に
各

町
会
単
位
の
ゴ
ル
フ
大
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
26
年
前

に
合
同
で
大
会
を
開
催
し
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
と
話
が
持
ち
上

が
り
、
各
町
会
の
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
に
声
を
か
け
、
当
大
会

の
実
行
委
員
会
を
発
足
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
新
羽
町
の
在
住
・

在
勤
者
で
性
別
・
年
齢
の
制
限

は
無
し
と
し
、
年
間
春
と
秋
の

２
回
開
催
と
決
ま
り
ま
し
た
。

当
ゴ
ル
フ
大
会
は
各
町
会
の
垣

根
を
越
え
て
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で

組
合
せ
は
4
人
と
も
異
な
る
町

会
の
人
と
し
ま
し
た
。
最
近
で

は
毎
回
40
人
程
度
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

当
ゴ
ル
フ
大
会
は
毎
回
参
加

者
全
員
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
集

ま
っ
た
金
額
を
新
羽
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
、
地
域

の
障
害
者
等
の
福
祉
事
業
に
役

立
て
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
春
は
50
回
記
念
大
会
開
催

と
な
り
ま
す
が
、
い
ま
ま
で
連

合
町
内
会
か
ら
の
ご
支
援
と
多

数
の
企
業
様
の
ご
協
賛
等
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

と
も
に
民
生
委
員
児
童
委

員
で
、
委
嘱
さ
れ
て
15
年
を

超
え
る
。
千
保
さ
ん
と
鈴
木

さ
ん
は
、
民
生
委
員
児
童
委

員
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
町
内
会
ほ
か
地
域
活
動

に
も
多
数
参
加
さ
れ
、
地
域

の
方
の
見
守
り
や
イ
ベ
ン
ト

等
で
ご
尽
力
を
頂
い
て
い
る
。

お
二
人
と
も
お
優
し
い
方
で
、

新
羽
町
内
の
多
く
の
高
齢
者

や
障
害
者
等
と
の
よ
き
関
係

を
築
か
れ
て
い
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
日
常

を
取
り
戻
す
た
め
、
気
軽
な
気
持
ち

で
新
羽
の
丘
の
上
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
再

会
、
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
作
る
こ

と
を
目
的
に
、準
備
を
進
め
ま
し
た
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
記
念
回

「
第
50
回
健
民
祭
」
を
企
画
し
て
い

ま
し
た
が
、
当
日
が
あ
い
に
く
の
雨

で
中
止
に
。
よ
っ
て
本
年
は
や
っ
と

記
念
回
（
の
プ
ラ
ス
１
回
）
と
し
て
、

競
技
内
容
を
刷
新
し
、
初
回
と
し
て

無
事
に
開
催
で
き
ま
し
た
。

対
抗
競
技
は
、
各
町
会
・
自
治
会

別
に
せ
ず
、
来
場
者
が
赤
白
に
分
れ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
老
若
男
女
問
わ

ず
各
競
技
、
全
員
参
加
に
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
は
横
浜
市
消
防
局
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
の
演
奏
が
あ
り
会
場
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
も
っ
と
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

�

健
民
祭
実
行
委
員
会
よ
り

“50周年プラス1” 健民祭が開催
� 令和6年10月20日（日）５年ぶりの健民祭です。

「みん「みんな集まれ新羽のわ！」を合い言葉に。
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新羽杉山神社神輿会祝 40 周年
令
和
６
年
11
月
24
日
40
周
年
を
祝
う

会
を
グ
レ
イ
ス
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。
氏

子
・
町
会
・
地
域
の
方
も
含
め
１
２
０

名
ほ
ど
の
出
席
者
に
て
盛
大
に
祝
う
こ

と
が
で
き
た
。
古
く
は
、
村
々
（
各
町

会
）で
各
々
が
神み

輿こ
し

を
担
い
で
い
た
が
、

杉
山
神
社
が
主
の
宮み
や

神み

輿こ
し

に
な
り
、
正

式
に
「
新
羽
杉
山
神
社
神
輿
会
」
と
し

て
発
足
し
て
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
40

年
。
現
会
長
は
奥
山
豊
（
中
ノ
久
保
町

内
会
）。

神
輿
会
発
足
時
は
１
０
０
名
以
上
の

会
員
が
い
た
が
、
現
在
は
50
名
ほ
ど
。

世
代
交
代
が
進
ん
で
い
る
が
、
初
代
会

員
も
ま
だ
現
役
で
、
伝
統
を
末
永
く
受

け
継
ぐ
こ
と
が
使
命
と
考
え
、
活
動
を

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
年
に
一
度
の

神
輿
渡
御
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
。

次
世
代
に
一
緒
に
継
承
す
る

仲
間
を
随
時
募
集
中

神
輿
を
担
ぐ
に
は
会

の
法
被
が
必
要
。
神
輿

渡
御
中
に
「
担
ぎ
た
い
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
た

ら
、
法
被
の
貸
し
出
し

が
で
き
る
の
で
、
不
安
な

方
も
一
度
体
験
し
て
か
ら

入
会
が
可
能
。
背
の
高

さ
は
必
要
だ
が
、
新
羽
に

住
ん
で
い
れ
ば
年
齢
・
性

別
・
国
籍
を
問
わ
な
い
。

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

新
羽
杉
山
神
社

神
輿
渡
御
が
10
月
６
日
に
開
催

神
輿
は
神
様
の
ご
加
護
を
町

内
の
家
々
（
氏
子
）
に
授
け
、

厄
を
払
う
た
め
、
神
様
の
御
霊

を
神
輿
に
移
し
、
町
内
全
域
を

練
り
歩
く
も
の
。
渡
御
（
と

ぎ
ょ
）
と
云
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
境
内
に
て

神
輿
の
展
示
の
み
だ
っ
た
の

で
、
練
り
歩
き
は
４
年
ぶ
り
。
今
年
は
10
月
６
日
例
大

祭
の
日
に
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
た
。
通
常
は
前
週
日
曜

日
。
前
日
に
境
内
階
段
下
に
下
ろ
さ
れ
、
朝
９
時
に

宮
入
り
（
神
様
を
神
輿
に
移
す
）、
お
清
め
後
に
出
発
。

一
日
を
か
け
て
７
町
会
（
新
羽
町
町
内
会
→
新
羽
町
自

治
会
→
大
竹
→
南
→
ク
リ
オ
新
横
浜
北
→
中
ノ
久
保
→

中
央
）
を
練
り
歩
い
た
。
先
頭
は
小
さ
い
子
ど
も
が
メ

イ
ン
に
引
く
山
車
（
お
囃
子
が
乗
る
車
）、
そ
の
あ
と

に
子
ど
も
神
輿
と
大
人
神
輿
が
続
い
た
。
お
囃
子
の
音

色
と
担
ぎ
手
の
元
気
な
か
け
声
が
、
町
中
に
響
き
、
各

町
会
や
沿
道
の
方
に
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

子
ど
も
神
輿
は
保
護
者
も
手
伝
っ
て
担
ぎ
、
昼
休
憩

の
エ
ス
ポ
ッ
ト
前
ま
で
、み
ん
な
無
事
に
歩
き
通
し
た
。
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小
さ
な
気
持
ち
を
紡
い
で

新
羽
中
三
年  

卯
野

桜

私
は
服
を
捨
て
る
こ
と
が
大
の
苦

手
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
服
は
も

う
着
て
も
ら
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
と
思
う
か
ら
で
す
。
け
れ
ど
、

捨
て
る
と
き
は
い
つ
か
き
ま
す
。
服

は
体
が
大
き
く
な
っ
た
り
流
行
り
が

過
ぎ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
、
ま
だ
き
れ
い
な
の
に
も
う
着
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
捨
て
る
の
は

少
し
気
が
ひ
け
る
な
と
思
っ
て
い
た

時
、
私
は
貧
困
地
域
で
服
が
足
り
な
く

困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
ま
だ
き
れ
い

だ
け
ど
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
服
を
送

る
支
援
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
な
ら
捨
て
る
だ
け
で
な

く
、
ま
た
着
て
も
ら
え
る
こ
と
で
プ
ラ

ス
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
正
直
、
国

際
平
和
や
貧
困
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
と
い
っ
た
取
組
み
と
聞
い
て
も
、
私

に
は
何
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ

た
取
組
み
を
す
る
こ
と
で
、
私
も
着
ら

れ
な
く
な
っ
た
服
を
捨
て
る
寂
し
い
気

持
ち
よ
り
も
、
そ
の
服
で
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
る
の
に
貢
献
で
き
る
嬉
し
さ

の
ほ
う
が
勝
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

私
も
、
そ
の
支
援
を
知
っ
て
着
ら
れ

な
く
な
っ
た
服
が
あ
っ
た
時
は
家
族
で

そ
の
支
援
を
し
て
い
る
企
業
が
お
い
て

い
る
箱
に
入
れ
に
い
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
初
め
て
行
っ
た
日
に
箱

の
中
を
見
て
み
る
と
、
な
ん
と
た
く
さ

ん
の
服
が
ぎ
っ
し
り
と
入
っ
て
い
た
の

で
す
。
私
は
こ
れ
を
見
て
と
て
も
嬉
し

く
な
り
、
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
も
、
こ
の
支
援
を
知
っ
て
い
る
人

が
い
て
、
そ
し
て
企
業
側
も
管
理
を
し

て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
、
こ
の

取
組
み
は
す
ご
い
の
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
た
っ
た
一
人
の
力
で
も
小
さ
い
こ

と
が
積
み
重
な
れ
ば
す
ご
く
大
き
な
力

が
あ
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
、
そ
れ
に

よ
り
私
も
で
き
る
こ
と
は
少
し
ず
つ
支

援
を
し
て
み
た
い
と
興
味
が
湧
い
て
き

た
の
で
す
。

私
の
よ
う
に
最
初
は
こ
う
い
っ
た
取

組
み
を
知
ら
な
か
っ
た
人
や
、
よ
く
分

か
ら
ず
興
味
も
な
か
っ
た
人
も
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
み
な

さ
ん
が
そ
の
取
組
み
を
知
っ
て
そ
こ
に

参
加
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

れ
に
よ
り
一
人
一
人
の
小
さ
な
力
を
結

集
し
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
と
い

う
大
き
な
力
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
ま
だ
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
知

ら
な
く
て
も
い
い
で
す
。
興
味
が
湧
か

な
く
て
も
い
い
で
す
。
け
れ
ど
、
一

回
で
い
い
の
で
調
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
服
だ
け
で
な
く
靴
や
ラ
ン
ド
セ

ル
、
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
な
ど
こ
う
い
っ

た
困
っ
て
い
る
人
へ
送
る
取
組
み
は
あ

り
ま
す
。
一
人
の
困
っ
て
い
る
人
の
た

め
に
一
着
の
服
を
、
一
人
の
困
っ
て
い

る
人
の
た
め
に
一
足
の
靴
を
。
服
が
な

く
て
困
っ
て
い
る
人
も
着
て
く
れ
る
人

が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
服
も
、
ど
ち

ら
も
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に
身
近
で
取

組
み
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
、
み
な
さ
ん

で
一
緒
に
助
け
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

チ
ー
ム
が
僕
に
フ
ァ
ー
ル
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
フ
ァ
ー
ル
を
し

て
し
ま
っ
た
人
は
僕
が
見
て
い
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
人
選
手
み
た
い
に
、

す
ぐ
に
謝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
手
を
差
し
伸
べ
、
立
ち
上
が
ら
せ
て

く
れ
ま
し
た
。そ
の
時
の
フ
ァ
ー
ル
で
、

僕
は
足
に
怪
我
を
し
て
し
ま
っ
た
け

ど
、
決
し
て
そ
の
人
を
恨
む
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。僕
は
そ
ん
な
、フ
ェ

ア
プ
レ
ー
と
い
う
思
い
や
り
の
心
を
持

つ
人
が
増
え
れ
ば
、
僕
み
た
い
に
不
快

な
気
持
ち
に
な
ら
ず
、
平
和
に
な
る
と

思
い
ま
し
た
。

こ
の
練
習
試
合
で
僕
は
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
思
い
や
り
の
心
を

持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
や
日
常
生
活
に
活
か

し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
思
い
や

り
の
心
を
持
た
な
い
人
も
世
の
中
に
は

い
ま
す
。思
い
や
り
の
心
が
な
け
れ
ば
、

誰
も
い
い
気
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
。
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
持
っ
た
プ
レ
ー

を
お
互
い
す
る
こ
と
で
、
い
い
気
持
ち

に
な
っ
た
よ
う
に
、
人
に
思
い
や
り
の

心
を
持
つ
と
、
そ
の
人
も
同
じ
よ
う
な

気
持
ち
に
な
り
、
行
動
に
移
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
思
い
や
り
の
連
鎖
が
続
け

ば
、
世
界
が
平
和
に
な
る
と
思
う
の
で

す
。
世
界
が
平
和
に
な
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
一
歩
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
僕
は

誰
か
の
こ
と
を
思
い
や
っ
て
い
き
、
連

鎖
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

わ
ら
蛇新

羽
小
三
年  

深
澤
柚
月

わ
ら
蛇
を
作
る
の
は
思
っ
て
い
た
よ

思
い
や
り
は
平
和
に
繋
が
る

新
羽
小
六
年  

清
水
蒼
真

幼
稚
園
児
の
頃
、
テ
レ
ビ
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
て
い
る
時
に
、
日
本
と
他

国
の
人
が
競
い
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
て
い
ま
し
た
。
試
合
を
し
て
い
る

時
、
日
本
人
選
手
が
フ
ァ
ー
ル
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
そ
の
日
本

人
選
手
は
す
ぐ
に
、
フ
ァ
ー
ル
を
し
て

し
ま
っ
た
外
国
人
選
手
に
謝
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
勝
敗
が
つ
い
た
後
に
、

互
い
の
健
闘
を
讃
え
合
い
、
握
手
を
交

わ
す
と
い
う
姿
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
他
人
と
自

分
を
繋
げ
る
と
て
も
良
い
も
の
だ
と
僕

は
思
い
、
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
僕
は
、
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
の
チ
ー
ム
と
戦
い
、
時
に
は

フ
ァ
ー
ル
を
さ
れ
た
り
、
試
合
に
負
け

て
相
手
チ
ー
ム
か
ら
煽
ら
れ
た
り
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
幼
稚
園
児

の
こ
ろ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
て
、

と
て
も
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
の
に
、
嫌

な
プ
レ
ー
を
さ
れ
る
と
、
時
々
サ
ッ

カ
ー
を
や
り
た
く
な
い
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
僕

は
一
か
月
間
サ
ッ
カ
ー
を
休
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
で
す
が
、
た
ま
に
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
と
い
う
、
僕
が
見
て
い
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
時
の
日
本
人
選
手
み
た
い

な
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
正
々

堂
々
と
楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
を
プ
レ
ー
す

る
人
も
い
ま
す
。

あ
る
日
、
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
試
合
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
試
合
の
序
盤
は

白
熱
し
、
お
互
い
チ
ー
ム
を
警
戒
し
す

ぎ
て
、
多
少
プ
レ
ー
が
荒
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
終
盤
に
は
相
手

り
も
、と
て
も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、

保
存
会
や
保
護
者
の
方
々
が
優
し
く
、

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
上

手
く
わ
ら
蛇
が
作
れ
ま
し
た
。
い
つ
も

学
校
で
見
て
い
る
わ
ら
蛇
の
作
り
方
が

分
か
り
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
家
の
前

に
飾
っ
て
、
病
気
か
ら
守
っ
て
も
ら
お

う
と
思
い
ま
す
。

わ
ら
蛇新

羽
小
三
年  

宮
本
こ
な
つ

わ
ら
蛇
の
上
あ
ご
を
作
る
と
き
、
わ

ら
を
上
下
に
動
か
し
て
作
る
の
が
難

し
か
っ
た
で
す
。
わ
か
ら
な
い
と
き

に
、
保
存
会
の
方
の
み
な
さ
ま
が
教
え

て
く
れ
た
の
で
、
す
ご
く
わ
か
り
ま
し

た
。
今
日
作
っ
た
わ
ら
へ
び
を
、
玄
関

に
か
ざ
っ
て
家
族
を
守
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

便
利
な
も
の
を
、
便
利
に
使
う

新
田
小
六
年  

松
儀
香
凛

今
、
電
車
に
乗
る
と
ほ
と
ん
ど
の
人

が
手
に
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
、
画
面
を
見
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て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
夢

中
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
た
し
か
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
魅
力
的

だ
し
便
利
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
危
険
な
と
こ

ろ
も
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

知
ら
な
い
う
ち
に
、
加
害
者
や
被
害
者

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
ゲ
ー
ム
。

そ
の
ゲ
ー
ム
の
中
で
知
り
合
っ
た
人
に

呼
び
出
さ
れ
て
誘
拐
さ
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
ア
プ
リ
な
ど
で
気
軽
に
送
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
が
原
因
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の
を
防

ぐ
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
と
思
い

ま
す
か
。
私
は
「
よ
く
考
え
る
」
と
い

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
身

近
な
人
や
友
達
に
は
、
つ
い
つ
い
気
軽

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
が
ち
だ
し
、
実

際
に
会
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
ゲ
ー
ム

の
中
で
仲
良
く
し
て
い
た
ら
信
頼
し
た

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
そ
う

い
う
時
で
も
、
も
う
一
度
自
分
が
や
る

こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。
こ
れ
は

お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
か
こ
れ

を
送
っ
た
ら
傷
つ
く
人
が
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
他
に
も
や
っ
て
み
た
ら
良
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、自
分
で
自
分
だ
け
の「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
ル
ー
ル
」を
決
め
る
こ
と
で
す
。

他
の
人
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
き
は
あ

ま
り
い
い
気
持
ち
が
し
な
い
け
ど
、
自

分
で
決
め
た
ル
ー
ル
だ
っ
た
ら
守
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
危
険
な
こ
と
が
あ
る

も
の
で
も
、
自
分
で
そ
の
正
し
い
使
い

方
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

こ
う
や
っ
て
一
人
一
人
が
意
識
し
て
い

く
こ
と
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
も
と
に
な
っ
た
犯

罪
が
な
く
な
っ
て
、
便
利
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が

も
っ
と
も
っ
と
安
全
に
な
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
と
防
犯
と
の
関
わ
り

新
田
小
六
年  

松
原
彩
希

わ
た
し
は
、
こ
の
街
で
は
あ
ま
り
犯

罪
が
起
き
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
い
つ
犯
罪
が
起
こ
る
の
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
起
こ
る
前
か
ら
対
策
を
し

て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
対
策
と
し
て
、私
が
考
え
た
の
は「
あ

い
さ
つ
」
で
す
。

い
ざ
街
で
犯
罪
が
起
こ
っ
た
時
に
、

互
い
に
名
前
も
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も

知
ら
な
い
と
、
団
結
力
が
な
く
、
犯
罪

者
と
戦
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
頃

か
ら
地
域
の
人
た
ち
と
あ
い
さ
つ
と
い

う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お

け
ば
、
あ
る
程
度
顔
見
知
り
な
の
で
、

み
ん
な
が
団
結
し
て
犯
罪
者
を
追
い
払

う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

窃
盗
や
強
盗
な
ら
、
今
述
べ
た
よ
う

な
方
法
で
も
通
用
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
ほ
か
の
犯
罪
者
の
場
合
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
誘
拐
で
す
。
犯

罪
と
い
っ
た
ら
強
盗
な
ど
が
思
い
つ
く

人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
誘
拐
も
犯

罪
の
一
種
な
の
で
す
。

誘
拐
も
強
盗
な
ど
の
犯
罪
と
同
じ
よ

う
に
あ
い
さ
つ
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

例
え
ば
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
で
、
二

人
き
り
に
な
っ
た
と
き
に
お
そ
わ
れ
た

け
る
と
相
手
は
う
れ
し
く
な
り
、
仲
良

く
な
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
自
分
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
助

け
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
元
気

に
、
明
る
く
え
が
お
で
意
識
し
て
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
で
地
域
の
人
と
仲
良

く
な
り
、
自
然
と
明
る
く
楽
し
く
な
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
た
ら
、
そ
の
人
が
、
自

分
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
助
け
て
く
れ

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
犯
罪
を
防
ぐ
た

め
に
ま
ず
は
、
身
近
な
あ
い
さ
つ
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

私
の
住
む
街
〝
新
羽
〟

中
之
久
保
町
内
会

津
田
淑
世

私
た
ち
が
福
岡
か
ら
横
浜
に
転
居

し
、
八
年
に
な
り
ま
す
。
私
の
住
む
街

〝
新
羽
〟
は
、
ひ
と
言
で
云
っ
て
と
て

も
住
み
や
す
い
街
で
す
。

ま
ず
交
通
の
便
が
よ
い
の
で
、
車
を

使
わ
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
行
動
し
や

す
い
こ
と
。
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
が

あ
り
、
新
羽
駅
前
に
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
が
あ
り
、と
て
も
重
宝
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
に
住
み
始
め
、
一
番
最
初
に

訪
れ
た
場
所
が
「
新
羽
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
」
で
す
。
夫
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

て
い
て
何
気
な
く
立
ち
寄
っ
た
の
が
、

こ
の
施
設
で
し
た
。
中
に
入
っ
て
み
て

色
々
な
催
し
や
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
興

味
が
わ
き
ま
し
た
。

福
岡
で
は
夫
婦
で
地
域
活
動
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
こ
ち
ら
で
も

色
々
な
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
、
新
し
い

友
人
も
で
き
、
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た

日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

住
環
境
も
よ
く
、
近
く
に
緑
道
が

と
し
て
も
、
急
い
で
降
り
て
顔
見
知
り

で
あ
る
人
の
家
に
助
け
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

今
ま
で
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
う
一

度
考
え
て
み
る
と
や
は
り
、
あ
い
さ
つ

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
犯

罪
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
も
ち
ろ
ん
ご
近

所
と
の
関
係
を
良
好
に
保
つ
た
め
に
も

す
ご
く
大
切
な
の
で
す
。

な
の
で
皆
さ
ん
も
、
頑
張
っ
て
あ
い

さ
つ
を
し
て
、
地
域
の
幸
せ
の
輪
を
一

緒
に
築
い
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

あ
い
さ
つ
の
大
切
さ

新
田
小
六
年  

仲
里
萌
生

皆
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
ど
う

思
い
ま
す
か
。
私
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る

と
自
然
と
明
る
く
な
り
、
地
域
の
人
と

も
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
あ
い
さ
つ
を
広
げ
る
た
め
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
三
つ
あ

る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
す

る
こ
と
で
す
。
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を

す
る
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た
相
手

は
す
ご
く
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
す

れ
ば
ス
ッ
キ
リ
し
た
気
持
ち
に
も
な
り

ま
す
。

二
つ
目
は
、
元
気
に
、
明
る
く
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
で
す
。
あ
い
さ
つ
の

仕
方
を
少
し
変
え
る
こ
と
で
地
域
の
人

と
明
る
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
つ
目
は
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
か

け
た
ら
、
積
極
的
に
声
を
か
け
助
け
る

こ
と
で
す
。
積
極
的
に
声
を
か
け
、
助

あ
っ
た
り
、少
し
歩
け
ば
新
横
浜
公
園
、

日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
。
労
災
病
院
も
あ
り

色
々
な
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
。

都
会
で
あ
っ
て
も
周
り
は
田
園
風

景
が
残
っ
て
い
て
、
地
下
鉄
で
出
か
け

れ
ば
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
映
画

館
も
あ
り
、
横
浜
に
も
近
く
色
々
楽
し

め
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
現

在
、
若
い
人
と
共
に
街
を
支
え
て
い
く

に
は
、
高
齢
者
も
で
き
る
だ
け
自
立

し
、
食
事
・
運
動
・
感
動
す
る
こ
と
な

ど
を
大
切
に
し
、
各
々
が
元
気
で
明
る

く
前
向
き
に
生
活
す
る
こ
と
が
、
住
み

や
す
い
街
づ
く
り
の
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
羽
の
街
が
ま
す
ま

す
発
展
し
、
進
化
す
る
こ
と
願
っ
て
い

ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
で
災
害
に
備
え
る

横
浜
市
新
羽
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師

小
笹
優
美

能
登
地
震
や
大
雨
に
よ
る
水
害
等

甚
大
な
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す

る
機
会
が
増
え
、
新
羽
地
域
に
お
い
て

も
防
災
意
識
の
高
ま
り
を
認
識
し
て

い
ま
す
。

新
羽
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

は
、
定
期
的
な
防
災
訓
練
、
職
員
研
修

等
に
お
い
て
様
々
な
災
害
発
生
状
況
を

想
定
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、

地
域
の
方
が
安
心
し
て
ケ
ア
プ
ラ
ザ
を

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
実
践

的
な
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
に
は
歩
行
困
難
な
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
障
害
を
も
つ
方
な
ど
災
害

発
生
時
の
避
難
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
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新羽地域ケアプラザでの
防災研修の様子

新
羽
小
学
校
佐
藤
校
長
先
生

に
、
新
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
し
て
お
手
伝
い
で
き
る
こ

と
が
な
い
か
お
話
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
、「
よ
り
よ
い
学
習
環
境

を
整
え
る
た
め
の
備
品
の
準
備

を
し
て
お
り
、『
た
け
の
こ
ル
ー

ム
』
に
個
人
空
間
用
の
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
が
ま
だ
ま
だ
不
足

し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
間
の
児

童
数
減
少
に
よ
る
学
校
予
算
の

縮
減
と
、
物
価
高
騰
に
よ
り
今

年
度
の
学
校
財
務
会
計
は
た
い

へ
ん
厳
し
い
状
況
で
補
充
が
間

に
合
わ
な
い
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
こ
で
新
羽
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
令
和
６
年
度

児
童
福
祉
と
し
て
、
木
製
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
４
台
を
５
月
に
寄

贈
し
ま
し
た
。

「
一
人
一
人
が
落
ち
着
い
て

学
習
で
き
る
場
所
づ
く
り
」
に

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

教
室
の
集
団
の
中
で
学
習
す
る
よ

り
、
集
中
で
き
る
環
境
の
中
で
個

別
に
学
習
し
た
ほ
う
が
、
効
果
を

望
め
る
よ
う
な
場
合
に
利
用
す
る

教
室
で
す
。

新
羽
小
学
校

独
自
の
教
室
の

名
称
で
す
。
特

別
支
援
教
育
の

一
環
で
、
一
般

2024年度 児童福祉事業 
～特別支援教室「たけのこルーム」への備品『木製パーティション』を寄贈しました～

さ
ま
ざ
ま
な
学
年
で
利
用
が
あ

り
、
国
語
や
算
数
等
の
学
習
内
容

を
一
人
一
人
に
合
っ
た
ペ
ー
ス
で

進
め
て
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
安
心
で

き
る
自
分
だ
け
の
空
間
が
作
ら

れ
、
学
習
に
集
中
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
自
分
の
気
持

ち
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
、
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

たけのこ
ルームとは

不
安
を
抱
い
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
車
椅
子
で
生
活
し
て
い
る
一

人
暮
ら
し
の
女
性
Ａ
さ
ん
は
自
宅
か
ら

や
や
遠
い
地
域
指
定
の
小
学
校
や
福
祉

避
難
所
へ
の
移
動
に
も
不
安
が
あ
り
、

自
宅
か
ら
よ
り
近
く
に
あ
る
安
全
な
建

物
と
施
設
の
方
に
ご
自
身
の
こ
と
を
前

も
っ
て
知
っ
て
も
ら
え
て
い
る
と
安
心

と
い
う
お
気
持
ち
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
自
宅
か
ら
一
番
近
い

施
設
に
一
緒
に
ご
挨
拶
に
伺
い
ま
し

た
。
車
椅
子
ト
イ
レ
等
安
心
で
き
る
施

設
内
の
様
子
や
施
設
の
職
員
の
方
か
ら

の
温
か
い
対
応
を
受
け
て
、
Ａ
さ
ん
の

安
心
し
た
表
情
や
明
る
い
笑
顔
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
町
会
長
副
会
長
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
、
一
緒
に
Ａ
さ
ん
宅
に
訪

問
し
、
和
や
か
な
対
話
を
通
し
て
「
顔

の
見
え
る
関
係
」
も
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
地
域
指
定
の
小
学
校
や
福
祉
避
難

所
等
へ
の
避
難
の
可
能
性
も
見
据
え
、

地
域
の
方
と
一
緒
に
防
災
訓
練
に
参
加

す
る
予
定
で
す
。

新
羽
で
暮
ら
す
皆
様
の
つ
な
が
り
や

温
か
な
支
え
合
い
は
災
害
時
に
い
っ
そ

う
の
重
み
を
増
し
ま
す
。
平
時
か
ら
顔

な
じ
み
の
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
個
々

に
合
っ
た
避
難
方
法
に
つ
い
て
、
地
域

の
方
々
や
関
係
機
関
と
色
々
な
状
況
を

想
定
し
た
話
し
合
い
の
機
会
を
持
っ
て

良
好
な
関
係
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が

何
よ
り
災
害
の
備
え
に
な
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

令
和
６
年
度

オ
レ
ン
ジ
の
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。

新
羽
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
は
毎
年

『
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
』
に
あ

わ
せ
て
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
広
め
る

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
羽
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
は
こ
の
活
動
に
賛
同

し
、
地
域
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

認
知
症
普
及
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
の
花
苗
を
、
令
和
３
年
と
令
和
４
年

に
新
羽
地
区
に
植
栽
し
て
き
ま
し
た
。

『
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
』
を

共
同
で
購
入
し
ま
し
た
。

持
ち
帰
っ
た
苗
を
人
目
に
付
く
場
所
へ

植
栽
し
て
い
た
だ
き
、
新
羽
地
区
を
温
か

イベント詳細イベント詳細
①子供向け ランタン作り体験�

8 月 9 日金 10:00~
②精神科医による最新の認知症治療と予防の話�

9 月 7 日土 13:30~
③オレンジカフェ�

9 月 17 日火  13:30~14:30
④認知症のことを知る時間�

9 月 21 日土  13:30~
⑤オレンジ大使トークイベント�
『認知症でも楽しめる人生がある』�

10 月 5 日土  13:30~

目
指
し
、
1
人
で

も
多
く
の
方
に
、

認
知
症
啓
発
活
動

の
こ
と
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

本
年
度
は
新

羽
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ

た
５
つ
の
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
者

へ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
花
苗
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
し
た
。
苗

は
「
花
の
里
づ
く

り
の
会
」
よ
り
ご

賛
同
い
た
だ
き
、

な
オ
レ
ン
ジ
色
の
あ
ふ

れ
る
町
に
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
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賛
助
会
費
を
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
様
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

�
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
集
金
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
町

会
の
皆
様
に
も
、
重
ね
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

�

（
令
和
六
年
十
一
月
二
十
日
現
在
）

◆
南
町
内
会

浅
倉
克
彦
、
望
月
俊
一
、
渡
部
隆
夫
、

中
村
俊
幸
、
中
村
光
子
、
中
村

剛
、

中
村
絵
美
、
尾
沼
利
夫
、
中
村
道
雄
、

加
藤
和
明
、
峯
木

隆
、
川
村
利
雄
、

中
村

勤
、
中
村
正
義
、
小
山
正
博
、

望
月
健
一
、
望
月
文
夫
、
望
月

薫
、

新
横
浜
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
、小
山
耕
太
郎
、

ミ
ナ
ミ
石
油
（
株
）、
小
山
澄
子
、

小
山
佑
樹
、
森
田
美
穂
、
田
中
孝
幸
、

望
月
秀
夫
、
望
月
良
一
、
峯
木
健
一
、

峯
木
政
雄
、（
宗
）
専
念
寺
、

中
村
敬
三
、
小
山
芳
男
、
小
山

豊
、

三
橋
雅
久
、
望
月

要
、
武
田
高
久
、

三
橋
浩
二
、
長
澤
保
茂
、
中
山
隆
之
、

望
月
雄
子
、
望
月
正
儀
、
小
山
敏
子
、

望
月
林
蔵
、（
有
）
間
野
工
務
店
、

麻
野

仁
、
医
療
法
人
社
団
竹
内
会
、

東
洋
総
業
（
株
）、
安
保
広
美
、

安
保
裕
子
、
岡
崎

照
、
本
間
富
子
、

中
村

稔
、（
有
）
フ
ジ
ト
ソ
ー
、

中
村
忠
夫
、佐
藤
勝
雄
、コ
ン
ド
ー
テ
ッ

ク
（
株
）、（
有
）
富
士
製
作
所
、（
株
）

ト
ー
シ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
三
和

機
材
（
株
）、（
株
）
サ
ク
ラ
イ
、
東
洋

洗
濯
機
械（
株
）、マ
ッ
ク
ス
建
材（
株
）、

島
田
工
業
（
有
）、（
株
）
ヨ
シ
ダ
精
工
、

日
本
イ
ン
カ
（
株
）、
富
井
恵
美
子
、

山
﨑
智
子
、
世
界
心
道
教
南
山
教
会
、

横
浜
北
交
通
（
株
）、
ラ
ミ
コ
ジ
ャ
パ

ン
（
株
）、
小
林
孝
昭
、（
有
）
又
吉
製

缶
鉄
骨
工
業
、（
有
）
ウ
エ
ノ
ン
製
作
所
、

（
有
）
ボ
ウ
ズ
、（
有
）
加
邊
製
作
所
、

大
盛
化
工
（
株
）、
栄
光
デ
ザ
イ
ン
＆
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
株
）、（
株
）Ｐ・Ｆ
工
房
、

（
株
）
オ
ウ
ル
・
ク
ラ
フ
ト
、
ロ
ー
ソ
ン

北
新
横
浜
店
、
ヤ
マ
セ
精
機
（
株
）、
エ

ス
テ
ム
（
株
）、山
﨑
メ
ッ
キ
工
研
（
株
）、

（
有
）
佐
々
木
工
業
、
高
周
波
熱
処
理

（
株
）、（
有
）
創
和
美
装
、（
有
）
藤
崎

塗
装
工
業
所
、（
株
）
葵
ダ
イ
カ
ス
ト
、

山
口
精
工
（
有
）、Ｄ
ｅ
ｎ
Ｄ
ｅ
ｎ
、（
株
）

川
本
製
作
所
、（
株
）ザ・カ
ス
タ
ム
、（
株
）

か
お
る
葬
祭
、
ソ
ー
ト
ク
工
業
（
株
）、

新
横
浜
名
倉
堂
整
骨
院
、（
株
）
横
浜

シ
ス
テ
ム
、（
有
）
三
浦
製
作
所
、（
資
）

お
く
さ
わ
や
、（
株
）
ニ
ッ
セ
イ
創
美
、

ロ
ー
ソ
ン
ス
リ
ー
エ
フ
北
新
横
浜
駅
前

店
、
モ
ジ
ッ
プ
、
エ
ス
タ
フ
ロ
ン
テ
、

古
川
久
雄
、
東
原

梢
、
片
山
歯
科
医

院
、（
有
）
安
達
製
作
所

◆
中
ノ
久
保
町
内
会

斉
藤
貞
弘
、
中
野
隆
安
、
小
山
正
則
、

小
林
紘
子
、
本
間
欣
哉
、
小
原
理
機

（
株
）、（
有
）
羽
黒
製
作
所
、
河
口
久

仁
子
、（
有
）
新
港
精
機
製
作
所
、（
有
）

シ
ョ
ウ
エ
イ
精
機
、（
有
）
ユ
タ
カ
製

作
所
、（
株
）
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
、（
株
）

ミ
ツ
ハ
シ
港
北
工
場
、（
株
）
扶
桑
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
東
神
商
事
（
株
）

横
浜
工
場
、
渡
辺
知
恵
子
、
田
辺
商
事

（
株
）
横
浜
支
店
、（
株
）
旭
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
製
作
所
、
尾
崎
晴
二
、
福
祉
ク

ラ
ブ
生
協
き
ら
り
港
北
、（
株
）
米
山

商
事
、
丸
重
食
品
工
業
（
有
）、

小
山

明
、
米
山
和
廣
、
冨
士
川
幸
男
、

小
山
幸
義
、
小
山
泰
男
、
甲
斐
工
業

（
株
）、
秋
本
伸
明
、
冨
士
川

実
、

冨
士
川

弘
、
小
山
健
次
、（
株
）
ロ

ジ
パ
ッ
ク
マ
ル
ハ
チ
、（
有
）
小
野
電

機
商
会
、
栗
林
裕
一
、
渡
辺
幸
子
、

神
奈
川
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
米
山
啓
一
、

芹
沢
満
男
、
小
山

洋
、
小
山
祐
一
、

小
山
定
雄
、
米
山
藤
幸
、
小
山
秀
夫
、

小
山
光
雄
、
小
山
昌
夫
、
小
山
芳
幸
、

小
山

孝
、
佐
藤
建
二
、
鈴
木
京
子
、

東
海
林
紀
子
、
長
谷
川
武
明
、

堀
内
好
子
、
岸

二
郎
、
五
十
嵐
繁
夫
、

小
山
武
三
郎
、
梅
津
辰
雄
、
宮
崎
昭
也
、

大
柴
正
雄
、
荒
川
節
子
、
菊
地
昌
幸
、

西
尾
商
店
、
長
澤
英
雄
、
加
賀
谷
省
二
、

高
橋

稔
、
秋
本
貞
夫
、
沖

敬
介
、

小
園
隆
幸
、古
賀
文
人
、ア
シ
ー
ド（
株
）

横
浜
支
店

◆
大
竹
町
内
会

飯
嶌
由
美
子
、
松
村
清
見
、
小
林
菊
江
、

中
山
大
成
、
中
山
英
雄
、
高
橋
美
代
子
、

中
山
芳
治
、（
有
）
岸
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

秋
元
勝
治
郎
、
中
山
新
一
、（
有
）
松

阪
電
気
商
会
、
平
等
勝
尊
、
和
田
国
紘
、

新
羽
幼
稚
園
平
等
大
智
、平
等
ひ
と
み
、

伸
栄
通
信（
有
）、東
洋
電
源
機
器（
株
）、

中
山
尚
道
、
中
山

勉
、
中
山
政
光
、

中
山
昌
子
、
飯
嶌
啓
吾
、
武
石
貞
信
、

中
山

正
、
中
山
明
子
、
小
野

明
、

佐
藤
秀
一
、
白
岩
金
男

◆
中
央
町
内
会

尾
出
清
和
、
米
山
石
油
（
株
）、

伊
藤
仁
海
、
青
山
龍
博
、
村
田
祗
臣
、

米
山
富
夫
、
米
山

泰
、
中
村
綾
子
、

中
村

明
、
村
田
由
雄
、
村
田
和
夫
、

米
山
潤
一
、
小
澤

潔
、
大
谷
庄
作
、

茂
呂
俊
光
、（
有
）
ヨ
ネ
ヤ
マ
プ
ラ
ン

テ
イ
シ
ョ
ン
、
秋
元
正
義
、
秋
元
孝
之
、

土
岐
頼
延
、
大
戸
孝
英
、
大
角
篤
司
、

（
株
）
ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ
小
池

裕
、

秋
元
和
江
、
千
保
慶
和
、
秋
元
昌
夫
、

大
森
昭
男
、
米
山
誉
宣
、
秋
元
信
雄
、

中
丸
荘
一
郎
、
岸

壽
雄
、

秋
元
真
由
美
、
秋
本
タ
カ
、
岸
由
貴
彦
、

岸

順
一
、
秋
元
義
顕
、
秋
元

明
、

中
丸
一
夫
、
中
丸
秀
子
、
佐
藤
忠
夫
、

酒
川
國
男
、
金
澤

等
、
秋
山
千
代
子
、

米
山
美
代
子
、
岸

芳
雄
、
中
山

宏
、

尾
出
和
彦
、
米
山
春
男
、
柳
下
節
子
、

岸

常
夫
、
小
池
信
吾
、
柳
下
春
治
、

齊
藤
俊
文
、
米
山

幸
、
酒
川

正
、

柳
下
利
男
、
佐
藤
良
子
、
米
山
健
二
、

東
京
ア
ン
デ
ス
物
流
（
株
）、（
株
）
マ

ル
ナ
カ
、（
株
）
石
原
興
業
、
ｏ
ｉ
ｓ

ｉ
ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｚ
Ｚ
Ａ
ｙ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
２
８
ニ

ハ
チ
、
松
村
整
形
外
科
、（
有
）
鎌
田

工
務
店
、
ロ
ー
ヤ
ル
よ
つ
や
、
楓
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
満
天
酒
場
新
羽
店
、

酒
川
弥
一
、
秋
本
勝
巳

◆
新
羽
町
自
治
会

豊
岡

修
、
磯
部
秀
夫
、
八
木
克
賢
、

樋
之
口
直
樹
、
柴
田

績
、
藤
井
静
枝
、

高
﨑
林
治
、
畑
貴
美
子
、
猪
野
伸
吾
、

森

秀
雄
、
伊
藤
裕
康
、
石
井

勇
、

高
橋
き
ん
よ
、
塩
山
桃
子
、
宮
澤
良
男
、

秋
元
い
み
子
、
名
倉
恵
子
、
窪
田
裕
之
、

小
松
賢
吉
、
八
木
照
子
、
飯
田
美
佐
子
、

尾
口
致
子
、
豊
久
定
弘
、
高
階
清
策
、

渡
邊
壮
一
、
神
尾
宣
好
、
川
島

弘
、

小
泉
千
秋
、
鴻
池
守
也
、
蒲
生
禮
一
郎
、

高
梨
静
江
、
井
手
篭
春
喜
、
米
山
信
市
、

坂
本
八
重
子
、
水
谷
和
秀
、
和
田
正
志
、

七
ツ
役
き
ち
子
、
吉
田

薫
、

佐
藤
文
一
、
前
田
純
江
、
ナ
イ
ス
ア
ー

バ
ン
横
濱
港
北
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、

島
岡
栄
基
、
綿
谷
尚
久
、
佐
野
雅
彦
、

青
木
一
繁
、
秋
元
弘
之
、
渡
邉
正
文
、

渡
邉
登
美
子
、
秋
元
和
夫
、
菅
原
宏
則
、

松
本
東
五
、
松
本
須
美
子
、
小
川
清
志
、

池
田
義
春
、
池
田

守
、
野
崎

誠
、

田
上
新
太
郎
、
豊
廣
ス
ミ
子
、

岩
崎
恵
子
、
山
田
京
子
、
青
木

繁
、

内
古
昭
好
、
平
野
ひ
と
み
、
山
本
義
広
、

木
下
真
里
子

◆
新
羽
町
町
内
会

冨
樫
祐
彰
、
万
寿
留
夫
、
平
沢

洋
、

福
田

勝
、
安
江
文
子
、（
株
）
デ
ザ
ー

ト
ラ
ン
ド
、（
株
）
丸
紀
、田
中
喜
世
子
、

廣
田
有
司
、
三
邦
産
業
（
株
）、

大
谷

勇
、（
株
）
サ
ン
エ
ス
、

大
谷
里
士
、
今
橋
章
徳
、
幸
松
浩
幸
、

秋
本

孝
、
工
藤
朋
子
、
渡
部
輝
雄
、

（
有
）
ア
ラ
イ
電
器
、
細
野
雄
平
、

真
坂

栄
、
富
岡
正
行
、
鈴
木
正
敏
、

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ク
イ
ー
ン
、（
株
）
ア

ル
プ
ス
物
流
、
原

和
正
、
野
村

進
、

楠
本
ア
キ
、
杉
原
玲
子
、
森
下
茂
子
、

佐
浦
美
智
子
、
小
林
省
治
、
小
形
聡
明
、

菅
沼
秀
記
、
橋
本
常
子
、
岡
田
真
作
、

田
淵
哲
也
、
白
川
幸
治
、
飯
塚

昭
、

長
瀬
理
恵
、
迫

圭
子

◆
北
新
羽
町
町
内
会

大
森
洋
一
、
西
山
孝
雄
、
西
山
裕
一
、

秋
元
朝
光
、
松
井
隆
二
、
秋
元
重
雄
、

西
山
正
男
、
秋
元
正
人
、
高
瀬
正
雄
、

西
山
憲
一
郎
、
秋
本
賢
一
、
秋
本
秀
充
、

東
急
バ
ス
、
は
る
動
物
病
院
、
伊
橋
興

業
（
株
）、（
株
）
大
杉
運
輸
、（
有
）

橋
谷
電
機
、
五
元
工
業
（
株
）、

小
林
英
子
、
小
坂
晋
也
、
西
山
壽
枝
、

田
中

弘
、
秋
葉
康
幸
、
峯
木
輝
雄
、

秋
本

浩
、
斉
藤
武
男
、
西
山

豊
、

飯
島
春
夫
、
吉
田

茂
、
小
山
博
之
、

望
月
敦
司
、
金
子
政
男
、
野
口
真
佐
子
、

野
口

進
、
小
山
幸
夫
、
飯
島
公
男
、

斎
藤
孝
行
、
土
岐
良
成
、
秋
本
恵
美
子
、

医
療
法
人
寛
栄
会
カ
メ
リ
ア
、

山
本
健
司
、
小
山
幸
治
、
三
栄
精
機

（
株
）、（
有
）
ナ
ガ
サ
キ
研
磨
工
業
、
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（串田さん）� （東原さん）

編
集
後
記

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
、
ふ
く
し
の
和
第
40

号
の
「
特
別
号
」
は
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
新
羽

地
区
社
協
の
歴
史
は
興
味
深

か
っ
た
で
す
ね
。
昨
年
の
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
第

30
回
、
健
民
祭
は
50
周
年
プ

ラ
ス
1
、
新
羽
杉
山
神
社
神

輿
会
は
40
周
年
と
区
切
り
の

良
い
行
事
が
沢
山
開
催
さ
れ

た
年
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
様
子
は
新
羽
高
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
皆
さ
ん
が

レ
イ
ア
ウ
ト
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。

令
和
七
年
も
活
気
あ
ふ
れ

る
「
和
・
輪
・
話
」
の
ま
ち

に
っ
ぱ
を
皆
で
支
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

新羽町の世帯と人口（令和６年10月31日現在）	 世帯数 7,067  人口 13,306人  男 6,791人  女 6,515人  
（令和５年10月31日）	  世帯数 6,501  人口 12,443人  男 6,310人  女 6,133人  70歳以上 1,953人  15歳以下 1,276人

民生児童委員／主任児童委員 紹介
（民生児童委員）
南町内会 望月千鶴・山﨑智子・富井恵美子
中之久保町内会 秋本伸明（会長）・鈴木京子（副会長）
大竹町内会 平等ひとみ
中央町内会 米山健二・千保千代子・土岐頼延
新羽自治会 佐藤佳代・塚越真澄
新羽町内会 小林省治・安江文子・迫 圭子
北新羽町内会 吉田恵三・大森幹夫・秋元正人
クリオ新横浜北自治会 大場英俊
（主任児童委員） 安保裕子・長瀬絵香

◆
本
年
度
よ
り
新
羽
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
に
参
加
し
て
い
る
東
原

梢
で
す
。

右
も
左
も
分
か
ら
ず
、
お
手
伝
い
の

お
手
伝
い
と
し
て
社
協
に
携
わ
ら
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
お
力
に
な
れ
て
い
る

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
…
知
ら
な
か
っ

た
だ
け
で
、
こ
れ
も
社
協
な
の
ね
！
と

い
う
こ
と
も
多
く
知
り
、
ま
た
、
地
域

の
方
々
と
も
触
れ
合
い
、
顔
を
知
っ
て

も
ら
い
交
流
も
生
ま
れ
。

余
談
で
す
が
、
私
の
母
も
社
協
経
験

者
で
、
血
は
争
え
な
い
ん
だ
な
と
笑
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

東
原 

梢
（
ひ
が
し
は
ら
こ
ず
え
）
さ
ん

◆
は
じ
め
ま
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら

新
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
で

活
動
し
て
い
ま
す
串
田

雅
子
で
す
。

こ
れ
ま
で
『
社
協
』
と
い
う
言
葉
を

聞
い
て
も
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の

か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
５
月

の
総
会
か
ら
は
じ
ま
り
、
毎
月
の
常
務

理
事
会
、
社
協
ニ
ュ
ー
ス
発
行
、
防
災

講
習
会
開
催
、
認
知
症
啓
発
活
動
『
オ

レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』、
日
帰
り
バ

ス
研
修
会
企
画
な
ど
な
ど
、
覚
え
る
こ

と
た
く
さ
ん
で
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
た
上
半
期
で
し
た
。

ま
ず
は
一
年
を
通
し
て
『
社
協
』
が

新
羽
地
区
の
方
々
に
と
っ
て
ど
ん
な
存

在
な
の
か
を
理
解
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
不
慣
れ
で
ご
迷
惑
お
か
け

し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�

串
田 

雅
子
（
く
し
だ
ま
さ
こ
）
さ
ん

新
し
い
お
二
人
に
は
「
知
ら
な
か
っ

た
」
と
い
う
新
た
な
視
点
で
、
活
発
な

ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

矢
作
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
、
大
谷
朝
光
、

西
山
良
行
、
大
谷

勉
、
金
子
道
男
、

萩
原
啓
一
、
大
森
俊
雄
、
米
山
景
子
、

吉
田
輝
夫
、
大
谷
佐
一
、
斉
藤
光
雄
、

植
野
法
稔
、
金
子
美
津
江
、
大
森
英
司
、

大
森
光
朗
、
吉
田

弘
、
武
田

等
、

萩
原

實
、
小
島

稔
、
大
森
直
紀
、

萩
原
裕
行
、
金
澤
健
児
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
、八
田

昇
、

大
谷
美
知
子
、
海
川
義
人
、
西
山
佳
子
、

金
子
賢
一
、
金
子
高
之
、
坂
倉
幹
夫
、

金
子
泰
男
、
坂
倉
ア
キ
、
金
子
方
子
、

金
子
澄
美
恵
、
坂
倉
邦
雄
、
金
子
節
子
、

川
島
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｎ
、高
橋
俊
明
、

吉
田
陽
子
、
坂
倉
正
一
、
飯
島
正
夫
、

金
子

勉
、
明
石
寿
恵
、
望
月
充
明
、

森

雄
図
、
島
田
美
樹
、
武
元
祐
樹
、

西
尾
善
政
、
鹿
島
清
治
、
吉
富
輝
浩
、

新
堂
隼
人
、
萩
原
利
典
、
吉
田
恵
三
、

吉
田
隆
男
、
中
山

稔
、
下
田

博
、

藤
田
久
雄
、
石
井

隆
、
望
月
紀
一
、

吉
田

清
、
永
井
喜
男
、
秋
本
典
夫
、

高
瀬

茂
、
高
瀬

明
、
西
山
重
光
、

萩
原
一
男
、
大
森
幹
夫
、
金
子
紀
夫
、

金
子
輝
男
、
高
瀬
茂
夫
、
今
井
裕
介
、

野
村
太
、藤
田
精
機
（
株
）、中
原
重
富
、

海
野
勘
次
、
西
島
文
江
、
平
田
洋
一
、

長
瀬
健
二

◆
ク
リ
オ
新
横
花
北
自
治
会

ク
リ
オ
新
横
浜
北
自
治
会

■
以
上
４
９
９
名
（
社
・
会
）

６
６
２
口

１
，
３
２
４
，
０
０
０
円

も
の
多
額
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
賛
助
会
費
は
港
北
区
社
会
福
祉
協
議

会
へ
納
入
し
、
新
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
に
活
動
交
付
金
と
し
て
還
元
さ
れ
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
新
羽
町
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
様

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金

・
４
月

３
８
，
０
０
０
円

・
11
月

３
４
，
５
０
０
円

■
高
木
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

高
木 

秀
二 

様

・
７
月

３
０
，
０
０
０
円

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

寄
付
金
は
地
域
福
祉
活
動
に
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新しい
す事務局メンバーです

あなたのまちの行政相談委員は

小山米子です。
偶数月の第２火曜日 

13時から15時
港北区役所１階にて 

行政相談を受けています。

相談無料・秘密厳守

行政サービスに関する苦情や手続
きの仕方の問い合わせ、役所のど
こに相談していいか迷っているも
のでは関係各所との懸け橋として
連絡・調整をします。暮らしに関
する声をとどけます。

港北区役所広報相談係
電話 045-540-2221

問い合わせ先

 第 40 号  （12）令和 7年 1月 1日
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